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一般会計補正予算（第３号）
4338万円を追加し、

総額７0億7681万円に
　

令
和
３
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
９
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
一
般
質
問
は
４
名
、
６
日
目
の
議
案

審
議
で
は
条
例
の
設
定
１
件
、
条
例
の
改
正
１
件
、
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
を
含
む
各
特
別
会
計
補
正
予
算
８
件
を
審
議
し
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
土
地
開
発
公
社
及
び
第
３
セ
ク
タ
ー

の
決
算
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
等
６
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
任

期
満
了
に
よ
る
飯
豊
町
監
査
委
員
の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。
７
日
目

に
は
、
総
務
文
教
・
産
業
厚
生
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
所
管
事
務
調

査
を
行
い
、
最
終
日
に
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
飯
豊
中
学
校
大
規

模
改
修
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

眺山のバイオ液肥活用を

補正予算を審議して可決補正予算を審議して可決
６月定例会

●
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

（
そ
の
他
世
帯
）
事
業　　
　
　
　

１
１
９
８
万
円

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業

７
３
９
万
円

●
メ
タ
ン
発
酵
バ
イ
オ
液
肥
等
の
利
用
促
進
事
業
補

助
金
の
追
加　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
８
０
万
円

●
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
に
伴
う

補
助
金
の
追
加　
　
　
　
　
　
　

１
８
０
０
万
円

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
４
０
万
円

●
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金（
そ
の
他
世
帯
）事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
９
８
万
円

●
食
料
産
業
・
６
次
産
業
化
交
付
金
液
肥
等
利
用
促

進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
８
０
万
円

●
山
形
県
元
気
な
地
域
農
業
担
い
手
育
成
支
援
事
業

補
助
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
３
万
円

●
企
業
版
ふ
る
さ
と
寄
附
金　
　
　

２
０
０
０
万
円

概　要

主
な
歳
入

主
な
歳
出

令和３年８月５日　議会だより（2）



●
令
和
３
年
度
飯
豊
町
役

場
庁
舎
非
常
用
発
動

　

発
電
設
備
整
備
工
事

　

契
約
金
額

　
　

７
１
５
０
万
円

　

完
成
年
月
日　

　
　

令
和
４
年
３
月
25
日

　

契
約
の
相
手
方

　

米
沢
市
下
花
沢
二
丁

目
１
番
67

－

１
号

　

株
式
会
社
タ
カ
ハ
シ

電
工　

米
沢
営
業
所

工
事
請
負
契
約
の

一
部
変
更

●
飯
豊
町
立
飯
豊
中
学
校

大
規
模
改
修
工
事

　
（
債
務
負
担
行
為
）

　

変
更
前

　
　

８
億
９
４
０
７
万

　
　

１
０
０
円

工
事
請
負
契
約
の

締
結

特別会計補正予算

会　　計　　名 補　正　額 歳　出　内　容

国民健康保険
（事業勘定） ２４６ 人事異動に伴う人件費の追加

国民健康保険
（直営診療施設勘定） △１７１ 人事異動等に伴う人件費の減額

介護保険 △２９７ 同上

訪問看護 △３１６ 同上

介護老人保健施設 △７０２ 同上

下水道事業 ２９５ 人事異動に伴う人件費の追加

中津川財産区 ７８０ 公団造林事業実施に伴う委託料の追加

水道事業（収益的支出） △５７９ 人事異動に伴う人件費の減額

（単位：万円）

　

変
更
後　

　
　

９
億
５
２
９
５
万

　
　

５
３
０
０
円

　

工
期
変
更
な
し

　
　

令
和
３
年
12
月
20
日

　

増
工
の
主
な
理
由

①
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム

改
修
。

②
防
犯
カ
メ
ラ
の
機
能

的
向
上
を
図
り
全
面

更
新
す
る
。

人
　
事

◆
飯
豊
町
監
査
委
員
に

　

住
所　

飯
豊
町
椿

　

氏
名　

伊
藤　

毅
氏
の

　

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

大規模改修中の中学校 新監査委員

（3）議会だより　令和３年８月５日



土地開発公社土地開発公社
第３セクター第３セクター 決算報告決算報告
　令和２年度の土地開発公社事業及び第３セクター４社の決算が報告されました。第
３セクターは、施設利用料の免除を受けて２年目になります。昨年に引き続き、新型
コロナウイルスの影響から、４社が当期赤字となりました。

令和２年度

飯豊町地域振興公社（白川荘・しらさぎ荘）

単位：万円

科　目 平成30年度 令和元年度 令和2年度

売上高 ３億5304 ３億3048 ２億0308

売上原価 １億0363 9226 4574

販売費及び
一般管理費 ２億8046 ２億7495 ２億0033

当期収益 ▲2543 ▲2726          ▲433

繰越損益 ▲4417 ▲7143 ▲7576

〈事業概況〉
　昨年３月から予約キャンセルが相次ぎ大幅な売上げの減少が始まり予約キャンセルも相次ぐなかで、売上高
が前年度比61.5％という結果となった。「中津川わらび園」の営業は中止となったが、社内スタッフによる収
穫・加工・販売やテイクアウト・デリバリー事業に取組んだ。

有限会社エルベ
単位：万円

科　目 平成30年度 令和元年度 令和2年度

売上高 3491 3586 2737

売上原価 1073 1134 896

販売費及び
一般管理費 1098 2802 2344

当期収益                          ▲272 ▲244 ▲37

繰越損益                    ▲1119    ▲1363 ▲1400

〈事業概況〉
　月別の売上は、外食控えや宴会自粛の状況が続き、10月・12月を除いて前期を下回った。特に4月・5月
は大きく落ち込んだ中で、開店20周年記念事業として、20％割増食事券の発行を行い経営改善に努めた。

令和３年８月５日　議会だより（4）



飯豊町土地開発公社
単位：万円

科　目 平成30年度 令和元年度 令和2年度

完成土地等売却収入 1億5184 8799 2139

完成土地等売却原価 1億8976 6482 2858

当期利益 ▲3802 2338 ▲744

繰越損益 657 2995 2250

飯豊めざみの里株式会社

〈事業概況〉
　感染拡大防止対策としての春先からの営業時間短縮・休業とGW前後の当社の得意とする営業展開ができな
いままのスタートとなった。9月までの上半期は前期比で20～30％の客数減が続いた。
　12月以降の閑散期は、インバウンドやディナーショーなどのイベントが全て中止となった。そのなかで、
町民生活の利便性向上を目的に、日配商品の取扱いと営業時間の延長、弁当配達や仕出しの強化をはかり、朝
食メニューの提供などを行った。

単位：万円

科　目 平成30年度 令和元年度 令和2年度

売上高 ６億3786 ６億3204 4億4375

売上原価 ３億9960 ３億9863 3億1129

販売費及び一般管理費 ２億3273 ２億3294 1億9574

当期収益 477 140   ▲3307

繰越損益   1714 1853   ▲1454

有限会社どんでん平ゆり園

〈事業概況〉
　ゆりまつり営業については、新型コロナ感染拡大に伴い4月に開催不可との判断から中止が決定。飲食・花・
土産の各売店の営業は行わず無料開放とした。
　事業中止に伴い広告宣伝（ポスター・リーフレット・CM等）は中止し、情報発信は自社ホームページのみ
とした。また来年度以降へ来園者を繋ぐために、園の整備を継続した。

単位：万円

科　目 平成30年度 令和元年度 令和2年度

売上高 4183 4608 2385

売上原価 1465 1436 926

販売費及び一般管理費 2921 3005 1870

当期収益                                 ▲119   153 ▲101

繰越損益                       　　　　　▲929  ▲776 ▲876

（5）議会だより　令和３年８月５日



令和３年度６月定例会で審議した主な議案とその結果
上程された議案・概要 賛成 反対

条例の設定・条例の一部改正

飯豊町議会議員及び飯豊町長の選挙における選挙運動に要する費用の公費負担に
関する条例の設定
　・公職選挙法の一部改正に伴い、飯豊町議会議員及び飯豊町長の選挙における選挙運動
費用の公営制度を整備するため、本条例の設定を提案

８ ０

飯豊町介護老人保健施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定
　・令和3年厚生労働省告示第73号による特定介護保険施設等の食費の基準費用額の改正
に伴う食費利用料金の改正等を行うため、本条例の一部改正を提案

８ ０

予　　　算

令和3年度飯豊町一般会計補正予算（第3号） ８ ０

令和3年度飯豊町国民健康保険特別会計予算（第１号） ８ ０

令和3年度飯豊町介護保険特別会計予算（第１号） ８ ０

令和3年度飯豊町訪問看護特別会計予算（第１号） ８ ０

令和3年度飯豊町介護老人保健施設特別会計予算（第１号） ８ ０

令和3年度飯豊町下水道事業特別会計予算（第１号） ８ ０

令和3年度飯豊町中津川財産区特別会計予算（第１号） ８ ０

令和3年度飯豊町水道事業会計予算（第1号） ８ ０

決算状況報告（P4・5参照）

令和2事業年度飯豊町土地開発公社会計決算状況の報告について

異議なし

令和2年度飯豊めざみの里株式会社決算状況の報告について

令和2年度飯豊町地域振興公社決算状況の報告について

令和2年度有限会社どんでん平ゆり園決算状況の報告について

令和2年度有限会社エルベ決算状況の報告について

人　　　事

飯豊町監査委員の選任について
　・飯豊町大字椿　伊藤　毅氏 ８ ０

　※採決は議長を除く

　任期満了により、退任された二瓶前代表監査委員（任期：2017年６
月～2021年６月）より、あいさつをいただきました。

　平成29年6月17日に町の代表監査委員を拝命してから４年間の任期を満了し、この度退任いたし
ました。町として法律や規則に沿った事業執行を行っているか、町の皆さんの目線に立っての監
査を心掛けたつもりですが、はたして職務を全うできたのか自問しております。この任期中に多く
の方々に助言やご協力をいただきましたことに、深く感謝し、大きな転換期ながらも、飯豊町が
益々住みよい町になるよう心からご祈念を申し上げます。

令和３年８月５日　議会だより（6）



傍聴しませんか　　次回の定例会は９月７日からです。お気軽にどうぞ。
　　　　　　　　　　 電話　０２３８（８７）０５２７　議会事務局

氏　　名 質　問　事　項 質問
時間 ページ

１．議席番号４番
　　遠藤　芳昭　議員

水没林と白川湖岸公園の課題及び中
津川地区の観光施設の将来検討の結
果について

60分 ８

２．議席番号３番
　　舟山　政男　議員 総合計画の目指すまちのすがた 60分 ９

３．議席番号５番
　　髙橋　勝　議員

町の課題解決は官民連携で。民間企
業等との包括連携協定締結を。

60分 10

４．議席番号２番
　　屋嶋　雅一　議員

行政と町民によるSDGsの取り組み
とは。

60分 11

　一般質問に関する記事は、質問者自身で作成しています。
　また、質問及び答弁は、要約しています。

（7）議会だより　令和３年８月５日



一般質問

白川湖岸公園と白川荘の整備は白川湖岸公園と白川荘の整備は
町長：町や地域にとって必要な事業と認識町長：町や地域にとって必要な事業と認識

質
問　
大
型
連
休
中
に
白

川
湖
岸
公
園
の
水
没
林
鑑

賞
の
た
め
の
車
で
大
渋
滞

し
た
が
、
こ
の
対
応
策
は
。

対
策
が
不
十
分
で
あ
り

関
係
者
で
対
策
検
討
す
る

町
長　
水
没
林
は
新
聞
や

テ
レ
ビ
、
雑
誌
等
で
全
国

的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
春

先
の
そ
の
時
期
は
観
光
客

が
増
え
て
い
ま
す
。
臨
時

駐
車
場
も
設
置
し
ま
し
た

が
、
十
分
と
は
い
え
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
来
年
に

向
け
て
、
町
・
観
光
協
会
・

地
域
振
興
公
社
等
で
対
策

を
協
議
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

白
川
湖
岸
公
園
の

環
境
整
備
を

質
問　
白
川
湖
岸
公
園
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
近
年
使

わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
地

元
木
材
を
利
用
し
て
親
子

で
遊
べ
る
ミ
ニ
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
広
場
に
し
て
は
。

誘
客
で
き
る
施
設
整

備
を
検
討

町
長　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

用
途
を
変
更
し
、
木
製
遊

具
は
有
効
な
施
設
で
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
公
園
の

そ
の
他
の
施
設
整
備
も
含

め
て
、
飯
豊
町
地
域
振
興

公
社
が
検
討
し
て
い
ま
す

の
で
、
町
と
し
て
も
財
源

や
運
営
手
法
を
含
め
、
し

っ
か
り
と
し
た
計
画
を
つ

く
り
ま
す
。

中
津
川
で
の
白
川
荘

の
持
つ
役
割
と
は

質
問　
昨
年
２
月
か
ら
５

回
開
催
さ
れ
た
「
中
津
川

地
区
内
町
有
観
光
施
設
将

来
検
討
会
」
で
出
さ
れ
た

白
川
荘
の
役
割
と
は
。

白
川
荘
改
築
は

必
要
な
事
業
と
認
識

町
長　
中
津
川
地
区
の
公

共
施
設
全
体
を
検
討
し
た

中
で
も
白
川
荘
は
地
域
の

観
光
と
地
域
づ
く
り
の
拠

点
の
機
能
を
有
す
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

白
川
荘
建
替
の
計
画
は 

質
問　
白
川
荘
改
修
計
画

の
議
論
を
経
て
建
替
え
は

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

ま
た
そ
の
他
の
施
設
は
。

白
川
荘
改
築
は

必
要
な
事
業
と
認
識

教
育
長　
白
川
荘
の
改
築

は
い
ず
れ
は
必
ず
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
な

事
業
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　

温
泉
施
設
は
経
営
的
に

大
変
な
状
況
で
あ
り
ま
す

が
、
次
の
過
疎
計
画
に
掲

載
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
も
引
き
続
き
白
川
荘

に
持
た
せ
る
機
能
に
つ
い

て
、
ま
た
そ
の
改
修
計
画
、

そ
れ
以
外
の
観
光
施
設
に

つ
い
て
も
、
将
来
の
あ
り

方
を
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
休
止
し
て

い
る
フ
ォ
レ
ス
ト
い
い
で

な
ど
に
つ
い
て
も
、
将
来

の
あ
り
方
等
を
検
討
い
た

し
ま
す
。　

（
本
人
執
筆
）

水
没
林
鑑
賞
客
に
よ
る

渋
滞
対
策
に
つ
い
て

遠
藤
芳
昭
議
員

地域の産業の拠点・地域と観光客の
連結機能を有するとされる白川荘

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
活
用
を

令和３年８月５日　議会だより（8）



質
問　

２
年
目
と
な
る
コ

ロ
ナ
禍
の
中
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
が
進
み
、

鳥
獣
被
害
等
も
起
き
て
い

ま
す
。
五
次
総
合
総
合
計

画
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
の
か
。

住
民
と
行
政
、
町
内

の
多
様
な
主
体
が
互

い
に
手
を
取
り
合
っ

て
解
決
を
図
る

町
長　
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
基
本
計
画
で
は

「
人
を
は
ぐ
く
む
町
」「
世

代
を
つ
な
ぐ
ま
ち
」「
縁
を

つ
な
ぐ
ま
ち
」「
郷
土
を
耕

す
ま
ち
」「
可
能
性
を
開
く

ま
ち
」
の
５
つ
の
政
策
を

柱
に
立
て
、
計
画
的
に
事

業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
に
向
け
て
、
第
五
次
総

合
計
画
で
は
、
特
に
重
点

的
に
取
り
組
む
10
事
業
を

「
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
部
局

を
横
断
し
た
庁
内
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、

機
動
的
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
総
合
計

画
に
掲
げ
た
目
指
す
べ
き

街
の
す
が
た
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
解
決
す
べ
き

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

自
然
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
脅
威

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に

対
し
て
住
民
と
行
政
、
町

内
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
の
多
様
な
主
体
が
互
い

に
手
を
取
り
合
い
な
が
ら

解
決
を
図
り
誰
も
が
よ
り

住
み
や
す
い
ま
ち
に
な
る

よ
う
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

飯
豊
町
で
暮
ら
し
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
ま
ち
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

高
校
生
の
通
学
定
期
券

購
入
助
成
に
つ
い
て
は

質
問　
第
五
次
総
合
総
合

計
画
の
中
に
「
町
民
が
誰

し
も
暮
ら
し
続
け
た
い
と

思
う
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」
と
あ
る
。
子
育
て
世

代
の
方
々
を
応
援
す
る
一

つ
と
し
て
、
高
校
生
の
通

学
定
期
券
購
入
助
成
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。
手
ノ
子

～
米
沢
間
で
一
ヶ
月
８
６ 

１
０
円
。
三
ヶ
月
２
４
５ 

７
０
円
。
六
ヶ
月
４
６
５ 

６
０
円
。
手
ノ
子
～
宮
内

間
で
は
一
ヶ
月
１
４
６
６ 

０
円
。
三
ヶ
月
４
５
７
７ 

０
円
。
六
ヶ
月
８
６
６
９ 

０
円
と
な
っ
て
い
る
。
似

た
よ
う
な
状
況
の
と
こ
ろ

と
し
て
関
川
村
が
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
30
％
の
助
成

を
行
っ
て
い
る
。
検
討
す

る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
ど

う
か
。

モ
デ
ル
事
業
と
し
て

検
討
し
た
い

町
長　
飯
豊
町
で
住
み
や

す
く
す
る
と
い
う
事
で
定

住
条
例
を
見
直
し
て
住
宅

支
援
、
出
産
支
援
、
定
住

支
援
に
つ
い
て
は
い
ろ
い

ろ
な
プ
ラ
ン
を
提
示
し
て

承
認
を
い
た
だ
い
て
き
て

い
る
が
高
校
生
の
通
学
定

期
券
に
つ
て
は
検
討
さ
れ

な
か
っ
た
。
ぜ
ひ
検
討
し

た
い
。　
　
（
本
人
執
筆
）

目
指
す
こ
と
の
具
体

性
は

高校生の列車利用による通学

一般質問

総合計画の目指すまちのすがた総合計画の目指すまちのすがた
町長：第５次総合計画を重点に町長：第５次総合計画を重点に

舟
山
政
男
議
員

（9）議会だより　令和３年８月５日



質
問　
現
在
の
連
携
協
定

の
ほ
と
ん
ど
が
、
災
害
時

の
支
援
・
協
力
で
あ
る
。

今
後
は
総
合
計
画
を
推
進

す
る
た
め
の
協
定
、
ま
た

「
地
域
課
題
解
決
・
町
民

生
活
向
上
」
の
た
め
の
連

携
協
定
を
加
え
る
こ
と
を

提
案
す
る
が
ど
う
か
。

双
方
の
事
業
効
果
を
探

り
な
が
ら
進
め
て
い
く

町
長　
民
間
企
業
と
の
連

携
は
、
必
ず
し
も
協
定
締

結
あ
り
き
で
は
な
く
、
連

携
し
た
こ
と
に
よ
る
双
方

の
事
業
効
果
を
探
り
な
が

ら
積
極
的
に
進
め
て
い
く

べ
き
も
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　
人
口
減
少
で
、
町

内
の
公
共
施
設
・
イ
ン
フ

ラ
施
設
（
道
路
・
橋
・
水

道
）
の
維
持
管
理
に
か
か

る
町
民
１
人
当
た
り
の
負

担
額
は
、
今
後
益
々
大
き

く
な
る
試
算
に
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
現
在
休
業
・

休
園
施
設
の
今
後
に
つ
い

て
伺
う
。

①
ダ
ム
湖
周
辺
は
、
水
没

林
で
一
躍
有
名
に
。
今
こ

そ
フ
ォ
レ
ス
ト
い
い
で
の

再
開
の
時
期
で
は
。

②
休
園
中
の
手
ノ
子
幼
稚

園
の
施
設
管
理
料
は
、
開

園
中
の
添
川
児
童
セ
ン
タ

ー
と
ほ
ぼ
同
額
。
園
児
10

人
以
上
が
再
開
の
条
件
だ

が
、
今
後
あ
り
得
る
と
お

考
え
か
。

民
間
と
の
協
働
推
進
・

他
市
町
と
の
広
域
連
携

を
検
討

町
長　
今
後
の
公
共
施
設

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

民
間
と
の
協
働
推
進
、
近

隣
市
町
と
の
広
域
連
携
、

施
設
の
予
防
保
全
な
ど
の

手
法
を
取
り
入
れ
て
い
き

ま
す
。

①
フ
ォ
レ
ス
ト
い
い
で（
令

和
元
年
６
月
営
業
休
止
）

に
つ
い
て
は
、
※
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
を
手
掛
け
る
民
間

会
社
が
興
味
を
示
し
て
い

ま
す
。
再
開
に
は
修
繕
工

事
な
ど
が
必
須
に
な
り
ま

す
の
で
、
事
業
者
か
ら
の

提
案
や
地
元
の
意
向
を
確

認
し
、
今
後
総
合
的
に
判

断
し
ま
す
。

教
育
長　
②
手
ノ
子
幼
稚

園
（
今
年
度
で
休
園
２
年

目
）
に
つ
い
て
は
、
休
園

中
で
も
維
持
管
理
が
必
要

で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

状
況
が
継
続
す
る
こ
と

は
、
財
政
運
営
上
も
好
ま

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
休
園
か
ら
５

年
間
程
度
経
過
し
て
、
再

開
の
見
込
み
が
な
い
場
合

は
、
閉
園
を
視
野
に
検
討

せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

※
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
＝
テ
ン

ト
設
営
や
食
事
の
準
備
な

ど
の
わ
ず
ら
わ
し
さ
か
ら
、

旅
行
者
を
解
放
し
た
贅
沢

に
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む

新
し
い
リ
ゾ
ー
ト
ス
タ
イ

ル
の
こ
と
。

一
般
質
問
（
令
和
元

年
９
月
）
の
そ
の
後

に
つ
い
て
問
う

質
問　
「
食
べ
る
こ
と
で

町
内
の
食
産
業
を
活
性

化
」
に
対
し
て
、「
社
員

食
堂
で
の
利
用
・
販
路
拡

大
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
る
」
と
の

回
答
。
そ
の
後
の
経
過
・

成
果
は
。

継
続
し
て
、
町
内
産

食
材
を
提
供
へ

町
長　
町
内
企
業
に
お
い

て
、
山
菜
・
宇
津
沢
カ
ボ

チ
ャ
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・

イ
チ
ゴ
な
ど
を
利
用
し
た

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

再
質
問
　
販
路
拡
大
・
所

得
向
上
へ
、
町
内
産
品
の

詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
「
い

い
で
美
味
し
い
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

（
仮
称
）
を
提
案
。

町
長　
よ
り
具
体
的
な
中

身
を
提
示
く
だ
さ
い
。

（
本
人
執
筆
）

一般質問

髙
橋
　
勝
議
員

「
課
題
解
決・生
活
向
上
」

の
た
め
の
連
携
協
定
を

町の課題解決は官民連携で町の課題解決は官民連携で
民間企業との連携協定締結を民間企業との連携協定締結を

町長：自治体・民間双方の事業効果を探りながら進めてい町長：自治体・民間双方の事業効果を探りながら進めていくく

公
共
施
設
・
遊
休
施
設

の
今
後
の
利
活
用
は

再
開
が
待
た
れ
る

フ
ォ
レ
ス
ト
い
い
で

令和３年８月５日　議会だより（10）



質
問　
住
民
が
主
役
の
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
郷
土
や

地
域
へ
の
愛
着
を
感
じ
る

住
民
意
識
の
醸
成
、
ま
た
、

住
民
と
行
政
と
の
交
流
と
、

町
に
貢
献
し
た
い
と
い
う

意
欲
を
生
か
す
制
度
や
環

境
の
充
実
と
あ

る
が
、
具
体
的

な
施
策
は
。

人
材
育
成
と
住
民
参

画
に
よ
る
運
営
体
制

町
長　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
に
は
、

次
世
代
の
飯
豊
町
を
担
う

人
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

具
体
的
に
は
、
学
校
運
営

に
地
域
住
民
の
声
や
つ
な

が
り
を
生
か
す
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
の

始
動
や
住
民
同
士
が
共
に

考
え
、
知
恵
を
出
し
合
い

地
域
づ
く
り
が
で
き
る
体

制
を
整
え
、
人
材
育
成
に

も
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

な
ぜ
農
村
計
画
研
究
所
が

再
興
で
き
な
か
っ
た
の
か

再
質
問　
人
づ
く
り
や
住

民
が
地
域
づ
く
り
に
参
画

で
き
る
体
制
を
整
え
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
の

た
め
に
は
農
村
計
画
研
究

所
の
再
興
が
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
い

な
が
ら
、
昨
年
度
ま
で
に

再
興
す
る
計
画
が
、
全
く

進
ん
で
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

モ
デ
ル
都
市
へ
今
後

も
チ
ャ
レ
ン
ジ

町
長　
農
村
計
画
研
究
所

の
再
興
に
向
け
て
、
モ
デ

ル
都
市
指
定
へ
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
だ
に
指
定
と
な
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
指
定
と
な
れ

ば
、
財
政
支
援
も
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
で
き
る
だ
け
早

い
再
興
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

水
を
無
駄
に
し
な
い

た
め
に
行
政
で
や
る

べ
き
こ
と
は

質
問　
町
民
に
安
全
で
安

心
な
水
を
提
供
す
る
に
は
、

確
実
な
水
源
の
確
保
も
大

事
だ
が
、
無
駄
に
し
な
い

こ
と
も
大
事
。
そ
の
観
点

か
ら
行
政
で
や

る
べ
き
こ
と
は
。

老
朽
管
の
計
画
的
更
新
と

漏
水
事
故
の
注
意
喚
起

町
長　
ハ
ー
ド
面
で
は
、

漏
水
調
査
と
老
朽
管
の
計

画
的
な
更
新
と
ソ
フ
ト
面

で
は
、
宅
内
側
で
発
生
す

る
漏
水
へ
の
注
意
喚
起
を
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

個
人
通
知
で
周
知
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

４
Ｒ
運
動
と
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
の
推
進
は

質
問　
４
Ｒ
運
動
の
徹
底

と
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
の
取
り
組
み

は
。※

４
Ｒ
運
動
と
は
、
ゴ
ミ

を
出
さ
な
い
・
繰
り
返
し

使
う
・
再
生
利
用
す
る
・
不

要
な
物
は
買
わ
な
い
運
動

　

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
と
は
、

元
の
製
品
よ
り
価
値
の
高

い
モ
ノ
に
生
ま
れ
変
わ
ら

せ
る
こ
と

ゴ
ミ
減
量
化
の
取
り
組

み
と
講
習
会
の
開
催

町
長　
町
と
し
て
は
、
食

品
ロ
ス
削
減
に
よ
る
ゴ
ミ

の
減
量
化
を
重
点
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ア

ッ
プ
サ
イ
ク
ル
で
は
、
ま

だ
町
民
の
認
知
度
が
低
い

の
で
講
習
会
の
開
催
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

教
育
で
の
か
か
わ
り
は

質
問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
精
神

を
活
か
し
た
教

育
で
の
取
り
組

み
は
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

教
育
・
質
の
高
い
教
育

教
育
長　
一
人
ひ
と
り
の

実
態
に
応
じ
た
き
め
細
や

か
な
支
援
と
指
導
に
よ
り
、

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
教

育
や
学
ぶ
こ
と
に
興
味
・

関
心
を
も
ち
、
主
体
的
に

学
習
す
る
姿
勢
や
学
ん
だ

こ
と
を
生
活
や
社
会
に
い

か
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
育

む
質
の
高
い
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
本
人
執
筆
）

屋
嶋
雅
一
議
員

住
民
が
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
の
具
体
的
施

策
は

一般質問

行政と町民によるSDGsの取り組みとは行政と町民によるSDGsの取り組みとは
町長：オール飯豊で持続可能なまちづくり町長：オール飯豊で持続可能なまちづくり

※SDGsとは　国連加盟国が採決した、2030年までの持続可能な開発目標です。
　　　　　　　本町は2018年（平成30年）に「SDGs未来都市」に選定されました。

※※
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　令和２年度の国勢調査結果令和２年度の国勢調査結果

人口6615人　５年で689人減少人口6615人　５年で689人減少
総務文教常任委員会

●
企
画
課

◆
令
和
４
年
度
飯
豊
町
重

要
事
業
17
項
目
を
６
月
28

日
に
県
に
対
し
て
要
望
を

行
い
ま
す
。

◆
昨
年
度
、
飯
豊
町
緑
地

等
利
用
施
設
（
し
ら
さ
ぎ

荘
）
へ
の
木
質
チ
ッ
プ
ボ

イ
ラ
ー
整
備
に
向
け
た
実

施
計
画
を
行
い
、
現
在
は
、

補
助
事
業
申
請
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

施
設
及
び
設
備
概
要

①
施
設
面
積

　

１
４
３
・
８
５
㎡　

②
３
０
０
Kw
木
質
チ
ッ
プ

　

ボ
イ
ラ
ー　

２
基

③
蓄
熱
タ
ン
ク

　

５
０
０
０
Ｌ　

３
台

◆
エ
コ
タ
ウ
ン
椿
の
販
売

状
況
は
全
21
区
画
中
、
契

約
済
件
数
は
４
区
画
で
す
。

う
ち
３
棟
が
建
設
済
で
す
。

◆
令
和
２
年
度
の
国
勢
調

査
で
飯
豊
町
は
６
６
１
５

人
、
２
１
２
５
世
帯
で
、

前
回
調
査
の
平
成
27
年
度

の
比
較
で
９
・
４
％
の
減

少
率
で
し
た
。

●
住
民
課

◆
５
月
31
日
現
在
で
の
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
状
況
は
、
２
８
６
６
枚

で
交
付
率
は
41
・
02
％
。

県
平
均
は
27
・
28
％
で
す
。

●
教
育
総
務
課

◆
高
い
志
と
誇
り
を
持
ち

飯
豊
の
あ
す
を
ひ
ら
く
人

づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し

た
﹃
飯
豊
町
教
育
大
綱
﹄

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７

年
度
の
５
年
間
で
す
。

◆
飯
豊
中
学
校
大
規
模
工

事
の
体
育
館
足
場
を
9
月

中
に
撤
去
予
定
で
す
。
屋

内
運
動
場
工
事
は
7
月
中

に
完
了
予
定
で
す
。

●
社
会
教
育
課

◆
本
年
度
の
町
民
プ
ー
ル

は
、
町
内
の
幼
児
、
小
学

生
、
中
学
生
、
そ
の
保
護

者
を
限
定
と
し
た
一
般
開

放
と
考
え
て
い
ま
す
。

髙
橋︵
亨
︶委
員　
木
質
チ

ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
工
事
は

い
つ
か
ら
始
め
る
の
か
。

企
画
課
長　
林
野
庁
の
補

助
事
業
の
活
用
を
考
え
て

い
ま
す
の
で
、
公
募
を
待

っ
て
い
る
状
態
で
す
。
そ

の
後
、
申
請
と
な
り
ま
す

の
で
、
今
の
段
階
で
は
未

定
で
す
。

屋
嶋
委
員　
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

を
全
４
回
と
あ
る
が
、
現

在
の
状
況
と
今
後
の
計
画

は
。

総
合
政
策
室
長　
現
在
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
担
っ

て
頂
け
る
講
師
の
選
定
中

で
す
。
７
月
・
９
月
・
11

月
・
１
月
の
４
回
開
催
の

予
定
で
す
。

舟
山
委
員

就
学
援
助
前

倒
し
支
給
と
い
う
支
援
を

全
国
の
８
割
の
自
治
体
で

実
施
し
て
い
る
が
、
本
町

で
の
状
況
は
。

教
育
総
務
課
長　
本
町
で

は
、
現
在
前
倒
し
支
給
の

支
援
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。

後
藤
委
員

昨
年
度
、
消

防
積
載
車
輌
購
入
の
予
定

が
軽
小
型
車
輌
２
台
に
変

更
に
な
っ
た
理
由
は
。

防
災
管
財
室
長　
小
型
ポ

ン
プ
の
性
能
の
向
上
と
機

動
力
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
車
輌
更
新
計
画
に
基

づ
き
順
次
軽
小
型
車
輌
に

替
え
て
い
く
考
え
で
す
。

菅
野
委
員

ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
、
今
年
度
現

在
の
現
状
は
あ
ま
り
良
く

な
い
が
、
返
礼
品
な
ど
の

見
直
し
の
考
え
は
あ
る
か
。

企
画
課
長　
新
た
な
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト「
さ
と
ふ
る
」

と
業
務
委
託
の
予
定
で
す
。

商
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も

考
え
て
い
き
ま
す
。

川
﨑
委
員

米
沢
飯
豊
線
、

通
称
「
ダ
ム
道
路
」
の
雪

崩
対
策
事
業
に
つ
い
て
今

後
県
に
ど
う
働
き
か
け
て

い
く
の
か
。

企
画
課
長　
現
在
要
望
書

に
は
、
幹
線
道
路
網
の
整

備
促
進
と
し
て
要
望
し
て

い
ま
す
が
、
来
年
度
は
要

望
項
目
に
明
確
に
記
載
し
、

県
へ
要
望
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

各
課
か
ら
の
報
告

質
問
と
答
弁

人
工
芝
に
変
わ
っ
た

屋
内
運
動
場

令和３年８月５日　議会だより（12）



発
生
す
る
苦
情
が
あ
り
、

虫
対
策
が
出
来
無
い
限
り

覚
書
は
締
結
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

遠
藤
委
員

中
津
川
橋
の

本
復
旧
工
事
予
定
と
内
容

は
。

地
域
整
備
課
長　
県
か
ら

は
地
元
説
明
を
６
月
10
日

に
説
明
し
本
復
旧
の
入
札

が
終
わ
り
現
在
仮
契
約
中

と
の
事
の
よ
う
で
す
。

菅
野
委
員

防
災
道
の
駅

に
認
定
さ
れ
た
の
は
国
交

省
に
町
が
売
り
込
ん
で
決

ま
っ
た
の
か
。

商
工
観
光
課
長　
国
か
ら

の
要
望
で
新
し
い
制
度
で

各
都
道
府
県
に
１
カ
所
程

度
、
幹
線
道
路
の
接
続
や

災
害
時
に
津
波
、
土
砂
崩

れ
が
無
く
自
衛
隊
の
救
援

等
の
活
動
が
し
や
す
い
な

ど
か
ら
認
定
を
受
け
ま
し

た
。

疑問視される電池バレー構想疑問視される電池バレー構想
産業厚生常任委員会

●
農
林
振
興
課

　

４
月
に
発
生
し
た
霜
害

や
天
候
不
順
に
よ
り
サ
ク

ラ
ン
ボ
の
収
穫
量
が
大
き

く
減
少
し
て
い
ま
す
。
３

戸
の
農
家
で
１
０
４
ha
の

被
害
申
告
が
あ
り
、
県
と

連
携
・
協
調
し
て
凍
霜
害

被
害
緊
急
支
援
対
策
を
考

え
て
い
ま
す
。

●
商
工
観
光
課
　

　

山
形
大
学
ｘ
Ｅ
Ｖ
飯
豊

研
究
セ
ン
タ
ー
の
現
状
は
、

建
物
は
飯
豊
町
が
所
有
で

管
理
運
営
は
山
形
大
学
で

す
。
６
月
に
設
備
を
町
に

無
償
譲
渡
し
ま
し
た
。
施

設
の
使
用
料
は
山
形
大
学

が
年
間
１
千
万
円
を
町
に

支
払
い
ま
す
。
今
後
の
見

直
し
は
、
検
討
中
。

●
健
康
福
祉
課

　
（
仮
称
）置
賜
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
設
立
の
趣
旨
は

疾
病
や
障
が
い
な
ど
の
理

由
で
判
断
能
力
が
不
十
分

な
方
々
が
財
産
管
理
や
日

常
生
活
の
契
約
な
ど
で
不

利
益
を
こ
う
む
ら
な
い
よ

う
に
保
護
し
支
援
す
る
制

度
で
す
。

　

運
営
形
態
は
、
置
賜
３

市
５
町
で
構
成
す
る
運
営

協
議
会
が
、
業
務
を
米
沢

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
予

質
問
と
答
弁

川
﨑
委
員　
企
業
支
援
施

設
は
山
形
大
学
が
本
来
の

使
用
者
か
ら
撤
退
し
、
そ

の
後
、
一
般
社
団
法
人
を

設
立
の
予
定
は
ど
う
な
っ

た
の
か
。

商
工
観
光
課
長　
一
般
社

団
法
人
の
運
営
を
検
討
し

た
が
、
法
人
と
な
る
と
色

々
課
題
が
有
り
断
念
し
ま

し
た
。

後
藤
委
員　
飯
豊
町
企
業

支
援
施
設
の
使
用
許
可
は

誰
に
出
て
い
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　
飯
豊
電

池
研
究
所
と
セ
パ
レ
ー
タ

ー
デ
ザ
イ
ン
に
使
用
許
可

を
だ
し
て
い
ま
す
。

高
橋︵
勝
︶委
員

貸
工
場

の
使
用
料
は
い
つ
か
ら
い

た
だ
け
る
予
定
な
の
か
。

商
工
観
光
課
長　
令
和
３

年
度
中
の
稼
働
は
難
し
い

と
聞
い
て
い
ま
す
。
虫
が

各
課
か
ら
の
報
告

６年目を迎えた飯豊研究センター

定
）
に
委
託
す
る
予
定
で

す
。
場
所
は
、
米
沢
市
す

こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
に
設

置
す
る
方
向
で
す
。

●
地
域
整
備
課

　

今
年
度
が
最
終
に
な
っ

て
い
る
町
道
南
館
深
渕
線

外
道
路
改
良
事
業
は
、
7

月
の
入
札
に
向
け
て
工
事

発
注
の
準
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
。
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◆
町
介
護
保
険
条
例

　

法
則
の
改
正
に
よ
る
整

備
と
申
請
書
提
出
期
限

の
延
長
を
は
か
る
た
め
。

補
正
予
算

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計

（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に

３
０
０
万
円
追
加
し
、
総

額
70
億
３
６
４
３
万
円
と

し
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の

〇
繰
越
金　

３
０
０
万
円

歳
出
の
主
な
も
の

〇
住
宅
管
理
費

　

３
０
０
万
円

〇
債
務
負
担
行
為
補
正　

４
億
６
０
０
万
円

　

４
月
21
日
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
専
決
処
分
の
承

認
３
件
、
一
般
会
計
補
正

予
算
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
を

審
査
し
、
い
ず
れ
も
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

専
決
処
分
の
承
認

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
16
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

17
万
円
を
追
加
し
、
総
額

77
億
５
７
６
１
万
円
と
し

ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の

〇
地
方
交
付
税

　

６
５
６
８
万
円
の
増

〇
地
方
消
費
税
交
付
金

　

２
４
０
２
万
円
の
増

〇
国
庫
支
出
金

　

２
５
４
２
万
円
の
増

第
３
回
臨
時
会

〇
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

１
億
１
５
０
０
万
円
の

減
歳
出
の
主
な
も
の

〇
総
務
管
理
費

　

17
万
円
の
増

◆
交
通
事
故
に
係
る
損
害

　

賠
償
の
額
の
決
定
。

◆
建
物
破
損
に
係
る
損
害

　

賠
償
額
の
決
定
。

補
正
予
算

◆
令
和
３
年
度
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
に
１
億
６
４

３
万
円
を
追
加
し
、
総
額

70
億
３
３
４
２
万
円
と
し

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
、
１
億
２
５
３

万
円
の
国
庫
補
助
金
が
交

付
さ
れ
、緊
急
生
活
支
援
・

医
療
機
関
支
援
や
工
業
商

業
等
の
振
興
事
業
補
助
金

に
給
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

◆
飯
豊
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
の
委
員
の

選
任

　

・
宇
津
木　

達
男
氏

　
　
　
　
　

大
字
萩
生

　

・
梅
津　

忠
一
氏

　
　
　
　

大
字
添
川

　

任
期
満
了
と
な
る
た
め

引
続
き
同
人
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

第
４
回
臨
時
会

　

５
月
12
日
臨
時
会
が
開

催
さ
れ
、
条
例
の
設
定
１

件
、
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
設
定
１
件
と
制
定
３

件
と
一
般
補
正
予
算
を
審

議
し
、
条
例
の
設
定
・
制

定
は
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
が
一
般
補
正
予

算（
債
務
負
担
行
為
補
正
）

は
、
全
員
反
対
で
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
Ｐ
15
に
記
載
）

新型コロナウイルス感染症対応策新型コロナウイルス感染症対応策
生活支援・医療機関支援、工事・商業の振興事業に生活支援・医療機関支援、工事・商業の振興事業に

臨 時 会

条
例
の
設
定

◆
飯
豊
町
過
疎
地
域
固
定

資
産
税
課
税
免
除
条
例

の
設
定

〇
特
別
措
置
法
に
基
づ
き

設
備
を
取
得
し
た
事
業

者
に
固
定
資
税
の
課
税

免
除
を
行
う
た
め
。

一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

◆
町
税
条
例
等
の
一
部
を

地
方
税
法
の
法
律
の
公

布
を
行
う
た
め
。

◆
町
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
措
置
法
の
改
正

に
よ
る
整
備
と
申
請
書

提
出
期
限
の
延
長
を
は

か
る
た
め
。

◆
町
国
民
健
康
保
険
条
例

法
則
の
改
正
に
よ
る
た

め
。
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に
と
っ
て
騒
音
等
の
影
響

が
大
き
い
。
ま
た
、
間
取

り
に
対
す
る
指
摘
、
５
階

建
て
の
ま
ま
あ
と
50
年
使

う
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
が
必

要
で
は
な
い
か
等
、
設
計

協
議
が
不
十
分
。
④
民
間

の
会
社
や
法
人
に
対
し
て
、

ま
ず
は
企
業
や
法
人
で
自

ら
寮
を
整
備
す
る
よ
う
お

願
い
す
べ
き
等
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。　

し
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。　

　

本
案
に
対
す
る
反
対
の

理
由
と
し
て　

①
人
口
減

少
の
最
も
大
き
な
理
由
は
、

若
者
が
町
外
へ
出
て
し
ま

う
こ
と
。
若
い
人
が
こ
こ

に
残
り
た
い
と
思
え
る
魅

力
あ
る
施
設
づ
く
り
に
力

を
注
ぐ
べ
き
。
②
１
号
棟

も
合
わ
せ
て

18
戸
空
い
て

い
る
が
、
残

る
１
棟
も
改

修
の
時
期
で

あ
り
、
２
棟

あ
わ
せ
て
９

億
円
が
必
要

と
な
る
。
全

体
の
計
画
が

示
さ
れ
て
い

な
い
。
③
今

後
３
年
間
改

修
を
続
け
る

と
の
こ
と
だ

が
、
入
居
者

菅
沼
峠
の
現
状

　

中
津
川
か
ら
玉
庭
に
抜

け
る
主
要
地
方
道
米
沢
飯

豊
線
は
、
地
区
住
民
に
と

っ
て
川
西
町
や
米
沢
市
へ

の
生
活
道
路
で
あ
り
、
米

沢
方
面
か
ら
の
観
光
客
も

そ
の
多
く
は
こ
の
道
路
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
中
津
川

橋
補
修
に
伴
う
通
行
止
め

の
迂
回
路
で
も
あ
り
、
中

津
川
地
区
住
民
に
と
っ
て

は
重
要
な
道
路
で
す
。

　

し
か
し
、
玉
庭
側
は
未

改
良
部
が
多
く
、
幅
員
が

狭
い
う
え
、
急
勾
配
や
急

カ
ー
ブ
の
連
続
で
危
険
極

ま
り
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
た
め
、
中
津
川
と
玉

庭
地
区
民
は
平
成
29
年
に

道
路
整
備
促
進
協
議
会
を

設
立
し
、
こ
れ
ま
で
も
県

に
対
し
て
改
良
促
進
の
要

望
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

整
備
促
進
に
む
け
て

　

ダ
ム
道
路
の
迂
回
路
を

は
じ
め
中
津
川
地
区
民
の

生
活
の
利
便
性
等
、
飯
豊

町
に
と
っ
て
大
変
重
要
な

道
路
で
す
。
町
議
会
と
し

て
も
、
川
西
町
議
会
と
連

携
し
て
整
備
促
進
の
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

町議会全員協議会町議会全員協議会主要地方道主要地方道
米沢飯豊線菅沼峠（中津川～玉庭）米沢飯豊線菅沼峠（中津川～玉庭）のの
道路改良整備早期実現に向けて町議会の動き道路改良整備早期実現に向けて町議会の動き

　

６
月
14
日
、
議
会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、
主
要

地
方
道
米
沢
飯
豊
線
菅
沼
峠
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

の
皆
様
よ
り
、
整
備
促
進
の
た
め
の
陳
情
を
受
け
ま

し
た
。
今
後
、
川
西
町
議
会
と
連
携
し
て
関
係
機
関

に
要
望
活
動
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

菅沼峠のヘアピンカーブ
は急坂で幅員狭い

事
業
計
画
の
内
容

　

町
提
案
の
内
容
は
、
本

年
度
か
ら
３
年
間
を
か
け

て
、
定
住
促
進
住
宅
い
い

で
ハ
イ
ツ
２
号
棟
30
戸
を

１
Ｋ
や
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
な
ど
に

改
修
し
て
40
戸
と
し
、
単

身
者
も
入
居
可
能
な
よ
う

整
備
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。
改
修
は
山
形
県
す
ま

い
・
ま
ち
づ
く
り
公
社
が

行
い
、
町
は
令
和
５
年
度

か
ら
20
年
間
で
４
億
６
千

万
円
の
借
金
を
同
公
社
に

返
済
す
る
計
画
で
し
た
。

ま
た
、
改
修
に
伴
い
入
居

中
の
６
世
帯
の
引
越
費
用

を
３
百
万
円
計
上
し
て
お

り
ま
し
た
。

全
員
反
対
で
否
決

　

採
決
の
結
果
的
、
本
事

業
提
案
は
、
議
長
を
除
く

８
人
全
員
の
議
員
が
反
対

一
般
会
計
補
正
予
算
案
否
決
　
５
／
12
臨
時
会

　
公
営
住
宅
の
改
修
工
事

公
営
住
宅
の
改
修
工
事

萩生のいいでハイツ　奥側が２号棟

（15）議会だより　令和３年８月５日



NO. 区　分 概　　　　　要 予 算 等 担 当 課

3 経済活性化

【小売店経営改善支援事業】小売店改修補助
　コロナウイルスの影響により経営状況が悪化
し、必要な設備改修等をできない町内小売店が、
経営状況を改善できる魅力ある店舗への生まれ変
わりを支援する。

●中小企業振興事業費補助金
　（上限　法人1,500万円　個人　500万円）
●事業期間　５月６日～令和４年２月28日まで　
●申請期限は５月31日で受付は終了しました。

予算
2,500万円

商工観光課

４ 経済活性化

【住宅関連産業支援】
　住宅等小規模リフォーム支援事業の拡充
住宅関連産業を中心とした地域経済の活性化を図
るため、既存の住宅リフォーム支援事業で補助対
象とならないリフォーム工事を支援する。

（補助率20％　上限額20万円）

●実績　28件　
●予算額に達したため事業終了しました。

予算 　
500万円

地域整備課

５ 感 染 防 止

【医療機関支援事業】
　新型コロナ感染症拡大防止のため、医療機関開
設に要する建物の修繕及び医療機器の導入に対し
補助金を交付する。

●事業費は補助対象経費の４分の３以内の額で上
限2,200万円

予算
2,200万円

健康福祉課

６ 生 活 支 援

【緊急生活支援事業補助金】
　これまで支援を行った子育て世代や高齢者世代
に該当せず、緊急的に生活支援が必要な世帯に、
総合的な生活支援（相談、商品券提供）を令和２
年度に引き続き実施する。

予算
100万円
飯豊町社会
福祉協議会
に補助

健康福祉課

【コロナウイルス感染拡大防止への配慮により本年度中止のイベント等】

〈中　　止〉　第39回全国白川ダム湖畔マラソン大会
〈中　　止〉　2021飯豊連峰山形県側二町合同山開き
〈中　　止〉　町民スポーツフェスティバル
〈中　　止〉　いいで“めざみの里”まつり2021
〈中　　止〉　音楽からのまちづくり　フェット・ド・ラ・ミュージック
〈内容変更〉いいで黒べこ祭りが「飯豊町焼肉ＤＡＹ」として米沢牛の販売に変更されました。

令和３年８月５日　議会だより（16）



特集　町独自支援や対応の内容一覧特集　町独自支援や対応の内容一覧（第５弾）（第５弾）
コロナウイルスの影響を受ける企業・商店・個人へ

　一昨年の年末より、「新型コロナウイルス」が広がり、感染防止と経済低迷への対策と　一昨年の年末より、「新型コロナウイルス」が広がり、感染防止と経済低迷への対策と
して様々な措置や支援を行ってきておりますが、いまだに収まる気配がなく、今後しばらして様々な措置や支援を行ってきておりますが、いまだに収まる気配がなく、今後しばら
くはこのような状態が続くものと思われます。くはこのような状態が続くものと思われます。
　飯豊町ではこれまでに「新型コロナウイルス」の感染防止対策及び町内の企業や商工観　飯豊町ではこれまでに「新型コロナウイルス」の感染防止対策及び町内の企業や商工観
光関連産業に対して多くの支援を行っており、議会においてもこれに同意し側面から支援光関連産業に対して多くの支援を行っており、議会においてもこれに同意し側面から支援
して参りました。して参りました。
　本年度に入り、新たな新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金が交付され、　本年度に入り、新たな新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金が交付され、
独自支援策（第５弾）を実施していますので、その内容についてご紹介します。独自支援策（第５弾）を実施していますので、その内容についてご紹介します。
　ワクチン接種も順調に進んでおりますが、一日も早く終息を願います。　ワクチン接種も順調に進んでおりますが、一日も早く終息を願います。

第５弾【４月21日臨時会において可決】
NO. 区　分 概　　　　　要 予 算 等 担 当 課

1
経済活性化
(商業振興)

【飯豊町元気回復クーポン券発行事業】
　町内の飲食業者・小売業者・生活関連サービス
業者を利用可能店舗としクーポン券を発行。
　町民消費行動及び各業者経営の支援を行う。

●店頭で額面1,000円のクーポン券を、500円で
購入できる。

●１店で１人額面3,000円まで購入可能。
●事業期間　４月29日～６月30日までで事業終

了しました。
●参加事業所　町内45事業所でした。

予算 　
1,300万円
飯豊町商工
会に業務委
託

商工観光課

町商工会が
窓口

2

飲食・宿泊
業支援
(商業振興)

【飲食店等持続化補助金支給事業】
　消費行動抑制の影響で、業績低下が著しいと認
められる飲食業・宿泊業・酒類販売事業者に対し、
経営状況の悪化を緩和し、事業を継続できる環境
を構築することを支援する。

●町内に店舗を有し、当該店舗において販売を行
う小売業者とする。

●業績低下の内容は、申請する日の属する月を除
き直近３か月の売上平均と、一昨年の同時期の
売上を比較して、20％以上減少していること。

●補助金額　1事業者つき30万円（１回限り）
●申請期限　９月30日まで　
●減収を証明できる書類を添付すること。

予算
2,000万円

商工観光課

（17）議会だより　令和３年８月５日



飯豊町議会議員活動・報告飯豊町議会議員活動・報告
　

７
月
１
日
南
陽
市
シ
ェ

ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル

を
会
場
で
第
53
回
定
例
総

会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
２

年
度
会
務
報
告
、
役
員
改

選
、
令
和
３
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
に
つ
い
て
協

議
し
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
会
長
に
米
沢
市
相
田

克
平
議
長
、
副
会
長
に
川

西
町
鈴
木
幸
廣
議
長
が
選

任
さ
れ
、
次
期
総
会
開
催

地
は
、
白
鷹
町
と
な
り
ま

す
。

　

終
了
後
、
県
ス
ポ
ー
ツ

協
会
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協

会
理
事
の
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド

バ
イ
ザ
池
田
め
ぐ
み
氏
に

よ
り
「
ス
ポ
ー
ツ
の
未
来

を
見
据
え
て
」
と
題
し
た

お
話
を
公
聴
し
て
き
ま
し

た
。

置
賜
三
市
五
町

議
会
連
絡
協
議
会

　

令
和
３
年
度
町
村
議
会

議
長
会
主
催
の
広
報
研
修

会
が
７
月
21
日
、
山
形
国

広
報
公
聴
研
修
会

際
交
流
プ
ラ
ザ
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
広
報
公
聴
常

任
委
員
全
員
で
参
加
し
て

き
ま
し
た
。

　

各
町
村
議
会
広
報
実
務

担
当
者
を
対
象
と
し
た
研

修
で
、
広
く
意
見
の
交
換

の
場
を
設
け
議
会
広
報
の

向
上
発
展
に
結
び
つ
け
る

講
義
で
し
た
。

　

講
師
に
「
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
」
の
長
岡

光
弘
氏
に
よ
り
議
会
広
報

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
講
演
を
公

聴
し
、
昨
年
同
様
に
今
年

の
広
報
い
い
で
議
会
だ
よ

り
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
紙
が
、
住
民

に
伝
わ
る
紙
面
編
集
な
の

か
、
情
報
が
伝
わ
る
紙
面

編
集
か
、
読
み
や
す
い
文

章
と
本
文
が
長
く
な
ら
な

い
様
に
な
ど
の
視
点
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令和３年８月５日　議会だより（18）



飯
豊
町　
町
民
憲
章　

飯
豊
町　
町
民
憲
章　
昭
和
昭
和
6363
年
７
月
２
日
制
定

年
７
月
２
日
制
定

　
わ
た
く
し
た
ち
は
、
雄
大
な
飯
豊
山
と
水
清
き
白
川
と
に
は
ぐ
く
ま
れ

た
飯
豊
の
町
民
で
す
。

　
先
人
の
築
い
た
よ
き
伝
統
と
文
化
を
受
け
つ
ぎ
、『
健
康
・
交
流
・
創
造
』

を
合
言
葉
に
飛
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
あ
わ
せ
ま
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、

　
一
　
若
い
力
と
個
性
を
伸
ば
し
、
希
望
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
一
　
世
界
に
目
を
向
け
教
養
を
高
め
、
文
化
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

　
一
　
か
ら
だ
を
き
た
え
ふ
れ
あ
い
を
広
め
、
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す
。

　
一
　
知
恵
を
だ
し
あ
い
産
業
を
お

こ
し
、
活
力
あ
る
ま
ち
を
つ

く
り
ま
す
。

　
一
　
自
然
と
生
活
の
調
和
を
は
か

り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
を
つ
く

り
ま
す
。

　

議
員
か
ら
の
提
案
で
町
民
の
代
表
と

し
て
の
議
員
・
役
場
職
員
は
公
僕
と
し

て
の
意
識
を
確
認
し
議
員
・
職
員
の
職

務
向
上
を
目
指
す
。

　

６
月
議
会
よ
り
、
議
場
に
国
旗
と
町
旗
を
掲
揚
さ
れ
、

議
会
開
催
前
に
議
員
、
職
員
全
員
に
よ
る
飯
豊
町
町
民

憲
章
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る
初
日
の
議
会
開
催
前

に
開
催
者
全
員
に
よ
り
朗
読
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

議場に議場に
国旗・町旗・町民憲章を設置国旗・町旗・町民憲章を設置

設
置
に
あ
た
り

議場議場

（19）議会だより　令和３年８月５日



負
担
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
５
月
24
日
に
全

員
協
議
会
が
行
わ
れ
、
置

賜
広
域
行
政
事
務
組
合
及

び
西
置
賜
行
政
組
合
に
お

け
る
、「
消
防
通
信
指
令
シ

ス
テ
ム
の
共
同
運
用
に
係

る
協
議
書
の
締
結
に
つ
い

て
」、
整
備
事
業
年
度
は

令
和
５
年
度
と
し
、
運
用

開
始
は
令
和
６
年
４
月
１

日
と
す
る
こ
と
な
ど
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
菅
野
富
士
雄

発
　
　
　
行

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
髙
橋
　
亨
一

副
委
員
長
　
舟
山
　
政
男

委
　
　
員
　
古
山
　
繁
巳

　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
芳
昭

　
　
　
　
　
　
屋
嶋
　
雅
一

　
　
　
　
　
　
髙
橋
　
　
勝

　

不
安
視
さ
れ
て
い
た
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
あ
る
程

度
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
接
種
に
携
わ
っ
て

頂
い
て
る
皆
様
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
変
異
種
の
拡

大
も
進
ん
で
い
る
状
況
で

す
の
で
、
引
き
続
き
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
も
、

町
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や

す
く
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
こ
と
を
お
伝
え
で
き
る

よ
う
に
と
、
編
集
い
た
し

ま
し
た
。　
（
記　

屋
嶋
）

編
集
後
記

　

５
月
臨
時
会
が
５
月
28

日
開
催
さ
れ
、
副
議
長
の

選
挙
、
議
席
の
指
定
、
令

和
３
年
度
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
と
企
業
団
監
査

委
員
の
選
任
の
４
案
件
を

審
議
し
、
原
案
の
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
補
正
予
算

は
収
益
的
事
業
収
入
支
出

４
億
５
４
５
１
万
円
を
追

加
し
、
収
入
総
額
を
１
７

０
億
５
３
５
４
万
円
、
支

出
総
額
１
６
４
億
３
１
９

３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
の
内
容
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
症
防
止
備
品
と
医
療

機
器
等
整
備
費
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
に
係
る
人
件
費

の
増
分
で
す
。

置
賜
広
域
病
院
企
業
団
議
会

置
賜
広
域
病
院
企
業
団
議
会

置
賜
広
域
病
院
企
業
団
議
会

　

５
月
31
日
に
令
和
３
年

度
第
２
回
の
臨
時
議
会
が

開
催
さ
れ
、
一
般
会
計
補

正
予
算
の
審
議
、
議
会
議

長
選
挙
、
あ
わ
せ
て
議
会

運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

を
行
い
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
は
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
５
４
４
万
３
千

円
を
追
加
し
、
総
額
16
億

３
８
９
８
万
１
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
補
正
予
算
の

主
な
内
容
は
食
器
洗
浄
機

の
更
新
整
備
と
職
員
研
修

西
置
賜
行
政
組
合
議
会

西
置
賜
行
政
組
合
議
会

西
置
賜
行
政
組
合
議
会

議
会
と
の
意
見
交
換
会

改修工事予定の湯るっと
（千代田クリーンセンター敷地内）

　

令
和
３
年
５
月
27
日
臨

時
会
を
開
催
し
、
令
和
３

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

ほ
か
、
議
案
４
件
に
つ
い

て
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

広
域
交
流
拠
点
施
設
「
湯

る
っ
と
」
の
利
用
者
数
の

増
加
に
よ
る
改
修
工
事
を

行
う
も
の
で
、
令
和
４
年

秋
頃
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。
総

事
業
費
は
２
億
９
５
０
０

万
円
で
財
源
は
、
余
熱
利

用
施
設
等
整
備
基
金
を
充

当
し
ま
す
。

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　

飯
豊
町
議
会
で
は
、
議
会

活
動
に
反
映
す
る
こ
と
を
目

的
に
町
民
の
皆
様
と
の
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
対
策
を
行
い
な
が
ら
の

開
催
と
な
り
ま
す
の
で
、
少

人
数
で
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
状
況
に
よ
っ
て
は

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
が
、
希
望
さ
れ
る
団
体
や

グ
ル
ー
プ
の
方
は
、
議
会
事

務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
表
紙
写
真
説
明

　

町
内
に
咲
い
て
い
る
、

ひ
め
さ
ゆ
り
で
す
。
今

が
と
て
も
綺
麗
に
咲
き

誇
る
季
節
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

純
粋
で
ぬ
く
も
り
に

あ
ふ
れ
た
町
民
の
心
を

象
徴
す
る
花
で
す
。

　

最
近
は
大
変
貴
重
な

花
で
す
の
で
、
町
内
は

も
ち
ろ
ん
町
外
の
皆
様

と
と
も
に
大
切
に
育
て

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

令和３年８月５日　議会だより（20）


